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あらまし：テキスト教材に与えられる目次のような学習シナリオを Web 上のリソースは持たないため，

Web 上のリソースを用いた Web 調べ学習では学んだ知識を構築するとともに学習シナリオを作成する必

要がある．しかしながら，Web 調べ学習初心者は調べ学習に不慣れであるため，学習シナリオを作成す

ることは難しい．本研究では，部分的な学習シナリオを学習シナリオ作成の足場として与えることで，調

べ学習の支援を行う． 

キーワード：Fadable Scaffolding，Web 調べ学習，学習シナリオ，Web． 

 

1. はじめに 

近年の Web の普及により，膨大で多種多様なリソ

ースが Web 上に公開されたことで，初等教育機関を

はじめとした様々な学習機関において Web 上のリ

ソースを用いて調べ学習を行う機会が増えている

[1]．このような Web 調べ学習は，テキスト教材と異

なり，学ぶべき項目や順序を表す学習シナリオが与

えられないことが多い．そのため，学習者は，課題

に関する知識の構築と並行して，学習課題からさら

に学ぶべき部分課題を展開し，学習シナリオを作成

する必要がある．したがって，Web 調べ学習のプロ

セスには，学習課題から部分課題を展開しシナリオ

を作成する学習シナリオ作成プロセスと，シナリオ

に含まれる課題に関する知識を構築する知識集約プ

ロセスの 2 種類のプロセスが存在すると考えられる． 

一方，Web調べ学習のプロセスには，次のような

問題がある．知識集約プロセスにおいて，学習者は，

学んだ知識の構造が不明瞭になりしばしば学ぶべき

Web ページを決定できない．この問題に対して，先

行研究では Interactive Historyによって有効性を示し

てきた[2]．また，課題展開プロセスにおいて，知識

構築プロセスと同時並行で行われるため，学習シナ

リオの課題に関する知識の集約に偏りがちになり，

課題展開が限定的となる．本研究では，これまでに，

Web 調べ学習プロセスをモデル化し，知識の構築と

学習シナリオの作成をシームレスに行う場として

interactive Learning Scenario Builder(iLSB)を開発して

きた[3]． 

しかしながら，Web 調べ学習初心者の場合，Web

リソースを用いた調べ学習に不慣れであることに加

え，学習課題の予備知識が不足しがちであるため，

学習シナリオ作成の場を与えるだけでは Web 調べ

学習を遂行することが困難であることがわかってい

る[3]．そこで，本研究では，Web調べ学習初心者の

学習シナリオ作成を促進させるため，学習者が作成

すべき学習シナリオがあらかじめ想定可能であると

して，そのシナリオの一部を段階的に提示する

Fadable Scaffolding の手法を提案する． 

2. Web調べ学習モデル 

ここでは，Web調べ学習のモデルについて述べる．

本研究では，Web調べ学習を 3つのフェイズからな

るサイクルモデルと捉えており，その概要を図 1 に

示す．Webリソース探索フェイズでは，与えられた

学習課題を満たすためのリソース群を選択する．

Navigational Learning フェイズでは，選択したリソー

ス群をナビゲーションして学習課題に関する知識の

構築を行う．学習シナリオ作成フェイズでは，構築

した知識構造を振り返り，学習課題をいくつかの部

分課題に展開する．学習者は部分課題が生起しなく

なるまで 3 つのフェイズを繰り返し，課題と部分課

題間の関係からなる木構造として学習シナリオを作

成する．  

3. Fadable Scaffolding手法 

ここでは，学習シナリオ作成を促進させるための

Fadable Scaffolding の手法について述べる．この手法

では，学習者が作成すべき学習シナリオが想定可能

であるとして，そのシナリオの一部を足場として用

意する．この足場の高さを変化させ，学習者の能力

に応じて学習シナリオ作成のタスクを軽減・加重す

ることで，学習者のスキルを効果的に向上させるこ

とを目的としている．学習シナリオ作成の負荷が軽

減されることで，初心者でも学習シナリオ作成の経

験を積むことが可能である．また，学習シナリオ作

成のタスクが加重された際，学習者が自力でタスク

を遂行することで，学習シナリオ作成スキルを効果

的に向上させることが可能である． 

 
図 1：Web調べ学習モデル 
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3.1 学習シナリオ作成の足場 

足場となる学習シナリオとその提示方法について

述べる．本研究では，教師などの指導者が存在する

場合を想定し，教師が Web調べ学習を行った際に作

成した学習シナリオを足場とする．また，指導者が

学習シナリオを作成する際に利用した Web リソー

ス群を収集し，リソースの足場として用意する．こ

れは，膨大な Webリソースの中から学習リソースを

限定し学習リソースの足場を提供することで，Web

調べ学習初心者でも想定する学びを達成できるよう

支援するためである． 

以上のような足場を段階的に呈示する Fadable 

Scaffolding の手法を実現するために， 2章で述べた

学習シナリオ作成フェイズをさらに 3 つのタスクに

分類した．構築した知識構造から学習すべき部分課

題の設定を行う学習課題の設定，課題と部分課題の

関係を考えて関係付を行う学習課題の構造化，学ぶ

順序を決定する学習課題の系列化の 3 つのタスクで

ある．ここでは，より学習者にとって負荷が高いと

想定される学習課題の設定と構造化のタスクを遂行

させるための足場を用意する．具体的には，望まし

い学習シナリオの部分構造と，望ましいシナリオに

含まれる学習課題キーワードのみからなる学習課題

キーワードリストの 2 種類の足場を用意する． 

3.2 足場を用いた学習プロセス 

このような足場が学習者に与えられた際，学習者

には足場の確認とシナリオの拡充という 2 種類のプ

ロセスが想定される． 

足場の確認は，部分構造やキーワードリストとし

て与えられた足場について学習者が学ぶことに相

当する．このプロセスでは，学習者が課題に関して
の知識を構築する際にリソース群の足場が用意され，

学習課題を学ぶ上で教師が期待する学習内容を補完

しながら，Web 調べ学習を遂行することができる． 

シナリオの拡充は，足場として与えられた部分構

造やキーワードリストをもとに，新たな課題キーワ

ードや関係を設定することに相当する．このプロセ

スでは，学習者はリソース群を自由にナビゲーショ

ンしながら Web 調べ学習を遂行することができる．  

  
図２．支援ツールのユーザインタフェイス 

学習者の遂行するタスクが少ないことから，足場

の確認のプロセスは学習者にとって高い足場である

ことが言える．学習者のスキルに応じて学習シナリ

オ作成の負荷を軽減・加重させるため，足場を制御

する必要がある．足場の確認では学習者のスキルが

低い場合，タスク遂行のためには高い足場を用意す

る必要があり，足場を確認する割合を大きくするこ

とで，学習課題キーワードと課題間の関係を学ぶこ

とに集中できる．学習者のスキルが高い場合，低い

足場を用意し，シナリオを拡充する割合を大きくす

ることでシナリオ作成のスキル向上の経験を積むこ

とが可能である． 

4. 支援ツール 

以上のような学習シナリオ提示による Fadable 

Scaffolding の手法を実現するために，学習シナリオ

の足場を提供するツールを開発した．本支援ツール

は，iLSB をもとに開発されており，Webブラウザの

Firefox の拡張機能として実装されている．このツー

ルでは，学習者が選択した足場の提示方法や，足場

の高さに関する情報をもとに部分的な学習シナリオ

を提示する．この際，足場となる学習シナリオのノ

ードにあたる課題キーワードは，学習者自身で設定

した課題キーワードと区別するために表示の色を変

更し，編集・削除を禁止している． 

図 2は足場を学習シナリオの部分構造とした際の

支援ツールのユーザインタフェイスを示す．学習シ

ナリオの足場が提示されることで，学習者は学習課

題の文脈を補完することができる．また，リソース

の足場が用意されることで，学習者が不足する知識

を補完しながら課題に関する知識を構築することが

可能である．また，Web調べ学習のスキルが向上し

た場合，学習者は学習シナリオの足場を低くするこ

とで，学習課題の設定と構造化のスキル向上が期待

される． 

5. まとめ 

本研究では， 学習者による学習シナリオ作成を促

進する手法を提案し，それに基づいてシナリオを段

階的に提示する支援ツールを開発した．今後の課題

としては，提案した支援手法の有用性を明らかにす

るための評価実験を行い，足場としての学習シナリ

オの提示手法，およびシステムのユーザインタフェ

イスの改良を行うことが挙げられる． 
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